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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成22年7月29日(2010.7.29)

【公表番号】特表2009-540197(P2009-540197A)
【公表日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-046
【出願番号】特願2009-514592(P2009-514592)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｍ  47/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  61/20     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  65/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｍ  47/00    　　　Ｃ
   Ｆ０２Ｍ  61/20    　　　Ｅ
   Ｆ０２Ｍ  61/20    　　　Ｊ
   Ｆ０２Ｍ  65/00    ３０６Ｅ
   Ｇ０１Ｂ  11/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月11日(2010.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動弁体（３）を介して油圧作動可能な連続往復動する構造部品の一例である内燃機関
用噴射弁（２）として形成された弁（１）のためのダンパ機構（７、７ａ）であって、復
元力（Ｆ）によって付勢された前記可動弁体（３）は作動媒体を通す圧力管路（６）を通
じて圧力供給される圧力チャンバ（５）に隣接し、前記ダンパ機構（７、７ａ）が前記圧
力管路（６）に配置されているダンパ機構において、
前記ダンパ機構（７、７ａ）が筒部（８、８ａ）内で２つのエンドポジション間を縦方向
に摺動し得るバンパ弁体（９、９ａ）を有し、前記バンパ弁体（９、９ａ）には前記バン
パ弁体（９、９ａ）の長手方向に延びて前記バンパ弁体（９、９ａ）の向かい合う２つの
端面側（１２、１３）を互いに流体連通する少なくとも１本のバンパ流路（１１、１１ａ
）が配置され、前記バンパ流路（１１、１１ａ）には絞り作用が流れ方向に依存する一方
向絞り弁（１４、１４ａ）が配置されていることを特徴とするダンパ機構（７、７ａ）。
【請求項２】
　前記一方向絞り弁（１４、１４ａ）が迂回路（１５、１５ａ）を経て迂回可能な逆止弁
（１６、１６ａ）を有することを特徴とする請求項１に記載のダンパ機構（７、７ａ）。
【請求項３】
　前記バンパ弁体（９、９ａ）に対して前記一方向絞り弁（１４、１４ａ）の開放方向に
作用するばね（１０、１０ａ）が備えられ、前記ばね（１０、１０ａ）が前記バンパ弁体
（９、９ａ）を静止位置に対応する第１エンドポジションに付勢することを特徴とする請
求項１または２に記載のダンパ機構（７、７ａ）。
【請求項４】
　容積変化を通じて前記バンパ弁体（９、９ａ）の実効ストロークをもたらす前記構造部



(2) JP 2009-540197 A5 2010.7.29

品のリフト量が前記構造部品の最大ストロークよりも小さいことを特徴とする請求項１か
ら３のいずれか一項に記載のダンパ機構（７、７ａ）。
【請求項５】
　前記ダンパ機構（７、７ａ）が閉ダンパ（２５）として形成され、前記構造部品の開動
作時の作動媒体の流れ方向における前記一方向絞り弁（１４）の絞り抵抗は、逆方向にお
ける絞り抵抗よりも小さいことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載のダン
パ機構（７、７ａ）。
【請求項６】
　前記閉ダンパ（２５）に開ダンパ（２６）が前置され、前記閉ダンパ（２５）と構造的
に等しく形成された前記開ダンパ（２６）が前記閉ダンパ（２５）に比較して流れの点で
反対向きに配置されていることを特徴とする請求項５に記載のダンパ機構（７、７ａ）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、可動弁体を介して油圧作動可能な連続往復動する構造部品、特に好ましくは
内燃機関の噴射弁として形成された弁のためのダンパ機構であって、好ましくは復元力に
よって付勢された前記可動弁体は作動媒体を通す圧力管路を通じて圧力供給される圧力チ
ャンバに隣接し、前記圧力管路に配置されているタイプのダンパ機構に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の目的は、上述した短所を回避して、連続往復動する構造部品の接当速度、特に
弁座への弁の着座速度を減少させ、かつ弁の閉動作時間を大幅に遅延させないようにする
ことである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
【図１】本発明によるダンパ機構の一実施態様の縦断面を示す図である。
【図２】さまざまな異なったポジションにおける、連続往復動する構造部品のための本発
明によるダンパ機構を示す図である。
【図３】さまざまな異なったポジションにおける、連続往復動する構造部品のための本発
明によるダンパ機構を示す図である。
【図４】さまざまな異なったポジションにおける、連続往復動する構造部品のための本発
明によるダンパ機構を示す図である。
【図５】さまざまな異なったポジションにおける、連続往復動する構造部品のための本発
明によるダンパ機構を示す図である。
【図６】さまざまな異なったポジションにおける、連続往復動する構造部品のための本発
明によるダンパ機構を示す図である。
【図７】さまざまな異なったポジションにおける、連続往復動する構造部品のための本発
明によるダンパ機構を示す図である。
【図８】さらに別の構造の実施態様のダンパ機構の縦断面を示す図である。
【図９】弁ストローク曲線を示す図である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除



(4) JP 2009-540197 A5 2010.7.29

【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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